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滋賀県の選択無形民俗文化財に選択されている、二つの火まつりが、この冬も守山の

夜空を真っ赤に染めます。 

 鎌倉時代初期、土御門
つ ち み か ど

天皇の重い病気の原因が守山に棲む竜（大蛇）で、その竜（大

蛇）を退治したところ天皇の病気が治ったという言い伝えにより、浮気では竜（大蛇）

の頭に、勝部では竜（大蛇）の胴体にそれぞれ見立てた松明
たいまつ

を燃やし、五穀豊穣・無病

息災等を祈願します。 

 なお勝部の火まつりでは、今年度より「伝統文化親子教室」に取り組まれています。

また、祭礼当日の「守山小学校でのライブビューイング」を予定しています。 

 

日 時 令和 6 年１月 13 日（土） 

    浮気…午後７時 30 分頃に点火（予定） 勝部…午後 8 時 30 分頃点火（予定） 

 

場 所 浮気…住吉神社（浮気町 152 番地） 

臨時駐車場等はありませんので、近隣の有料駐車場を利用するか、JR

守山駅から徒歩でお越しください。 

    勝部…勝部神社（勝部一丁目 8 番 8 号） 

17 時より生涯学習・教育支援センター（エルセンター）の駐車場を臨

時駐車場にします。それ以前または満車の場合は近隣の有料駐車場を

ご利用ください。 

 

内 容 どちらの火まつりも、神聖な神事に続き、 褌
ふんどし

姿の地域の若者が勇壮に掛け声

を挙げながら、松明
たいまつ

を運んだり踊ったりします。 

 

 

滋賀県選択無形民俗文化財「火まつり」の実施について 

担当部署 文化財保護課 

担当者 北川祐輔 

電話 077-582-1156 

FAX 077-582-9441 
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伝統文化親子教室事業（勝部） 

後継者養成として文化庁の伝統文化親子教室事業の採択を受け今年度より実施して
います。 
今年度は市内在住の小学校 3 年生～6 年生が参加しており、参加者は提灯持ちとして

本祭に参加します（法被、トレーナー）。 
なお、今まで火まつりは男子のみの参加でしたが今年度は、提灯持ちとして教室参加

者の女子も参加します。 
 
※本祭前の最後の教室として 12 月 16 日（土）に午前９時から正午まで勝部神社境内
にて松明結い教室を行います。 
 

 
 
 

 

 

 

守山小学校でのライブビューイング（勝部） 

勝部神社の混雑防止や幅広い方に祭りを楽しんでいただくため、午後 5 時 30 分頃か
ら太鼓巡行も含めたライブビューイングを守山小学校のグラウンドにて実施予定です。  
また、市内のサッカーチームである「守山侍 2000」のメンバーが一般枠として火ま

つりに参加し盛り上げてくれるとともに午後２時から同グラウンドにてサッカー教室
を実施します（参加無料・守山侍のインスタグラム（＠moriyama_samurai）より事前
申し込み要） 

 

ライブビューイング会場タイムスケジュール（予定） 
午後 2時～午後 4時 守山侍によるサッカー教室（参加費無料 事前申し込み要） 
午後 5 時～     キッチンカー 
午後 5 時 30 分頃～  ライブビューイング開始 
午後 9 時 30 分頃   ライブビューイング終了 

※位置図等は添付のチラシをご参照ください。 
 
 
 
 

↑親子教室実施風景 
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勝部神社の火まつり 

約八百年続く祭りで、その起源は、鎌倉時代に時の天皇である土御門天皇が重い病気

になられた折に占い師が『大蛇がいて、天皇に危害を与えている。このままでは、御命

を奪うだろう』と答えたため、神社では 50 日の願掛け祈願がおこなわれ、大蛇が境内

に這い出てきたのでこれを打ち殺し焼き払ったところ、ご病気が快癒されたことです。

（諸説あり） 

これを記念に大蛇にみたてた大松明を焼いて無病息災・病気平癒・五穀豊穣を祈願す

る祭りとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住吉神社の火まつり 

俗に「浮気の火祭り」と呼ばれ、勝部の火祭りと並んで県の無形民俗文化財に選択さ

れています。 

この浮気火まつりの由来は、鎌倉時代、『土御門天皇が病気になられたとき、夢枕に

老人が現れ、その原因が浮気に住む竜で、竜を退治すると病気が治ると言われ、竜が退

治されたため、天皇の病気が治ったことから、村人がこれを記念して竜の 頭になぞら

えた松明を祭神に供え、御悩平癒を唱えたのがはじまり』とされています。（諸説あり） 

 特徴として、古くから行われてきた様式を今も残していることがあげられ、松明に火

をつける際は境内の仮屋（カリヤ）と呼ばれる建物にある火床から褌姿の若者が手に持

った点火用の松明を使い火を奪い合います。見事火種を手に入れ仮屋から出てきたもの

が松明に火をつけます。この火種の取り合いは必見です。 

 







名 称

団 体 名 住 所 勝部自治会火まつり交流館

代 表 者 名 連 絡 先

公 開 場 所 参 加 者 数 60 名

取材等問い
合 わ せ 先

連 絡 先

日 程

12月3日

12月10日

Ｒ６年

１月３日 松明結い

１月13日 本祭

午前中 各種準備、お清め等

18時30分 太鼓渡り開始

19時50分 太鼓宮入り　　（太鼓が神社に帰ってきます）

20時30分 大松明奉火

21時30分

特 記 事 項

katsubetaimatsu@gmail.com

※ 新聞社等から取材先の問い合わせがあった場合には、問い合わせ先記載の方のお名前と連絡
先を伝えますので、ご了解ください。

祭礼終了（予定）

松明組メールアドレスへ

焼き印押し

柴出し、竹切り

katsubetaimatsu@gmail.com

実 　施 　計　 画　 書

火まつり（滋賀県選択無形民俗文化財）
　　　　（勝部町）

松明組

組長　田中　淳

勝部神社　他

mailto:katsubetaimatsu@gmail.com#
mailto:katsubetaimatsu@gmail.com#



